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(57)【要約】
　【課題】撮影範囲の異なる複数の平面画像を複数の撮
像手段で撮影するとともに、使用者が複数の平面画像の
撮影範囲を認識し、かつ被写体の細かい部分を確認する
ことができる複眼撮像装置を提供することを目的とする
　【解決手段】テレ／ワイド同時撮りモードに設定され
ると、右撮像系１２のズームレンズ１２ｃと左撮像系１
３のズームレンズ１３ｃとのズームポジションを異なら
せ、右撮像系１２でワイド側の画像を撮影し、左撮像系
１３でテレ側の画像が撮影可能となる。ズームレンズ１
２ｃ及びズームレンズ１３ｃの位置に基づいて、ワイド
用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａと、テレ用の画像の
撮影範囲を示す枠３０ｂとを、中心が一致するように重
ねた図形であるガイダンス３０を生成し、右撮像系１２
で撮影されたスルー画像とガイダンスとを重ねて表示す
る。テレ側のスルー画像にガイダンス３０が重ねて表示
される。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ズームレンズを含む撮影光学系と、前記撮影光学系により被写体像が結像される撮像素
子と、からなる複数の撮像手段を備え、複数の視点から見た被写体像を立体画像として撮
影可能な複眼撮像装置において、
　前記複数の撮像手段の各撮像手段毎に異なる撮影範囲で平面画像を撮影する複数枚撮影
モードに設定する撮影モード設定手段と、
　前記複数枚撮影モードに設定されると、前記複数の撮像手段のズームポジションを各撮
像手段毎に異ならせるように前記ズームレンズを光軸方向に移動させるレンズ移動手段と
、
　前記レンズ移動手段により前記ズームレンズが移動されたら、前記複数の撮像手段を介
して撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影する制御手段と、
　平面画像又は立体画像が表示可能な表示手段と、
　前記複数枚撮影モードに設定された場合には、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範
囲の狭い画像を前記表示手段に全画面表示させるとともに、前記複数の平面画像の撮影範
囲を示す枠からなり、前記複数の平面画像の撮影範囲の関係を示すガイダンスを前記表示
手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする複眼撮像装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を中心が一致する
ように重ねた図形を前記ガイダンスとして表示させることを特徴とする請求項１に記載の
複眼撮像装置。
【請求項３】
　前記表示制御手段は、前記複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像の撮影範囲を
示す枠の内側に、前記複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像を重ねて表示させる
ことを特徴とする請求項２に記載の複眼撮像装置。
【請求項４】
　前記表示制御手段は、前記複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を中心が一致する
ように重ねた図形に前記複数の平面画像の撮影範囲の限界を示す枠を重ねて表示させるこ
とを特徴とする請求項２又は３に記載の複眼撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、１回のシャッタレリーズ操作で前記複数の平面画像として複数枚の静
止画を撮影することを特徴とする請求項１から４のいずれかに記載の複眼撮像装置。
【請求項６】
　前記表示手段に全画面表示される画像の切り替えを入力する切替手段を備え、
　前記制御手段は、被写体を示す画像信号を各撮像素子毎に連続的に取得することで前記
複数の平面画像として複数の動画を撮影し、
　前記表示制御手段は、前記切替手段により画像の切り替えが入力されると、前記最も撮
影範囲の狭い画像に変えて、前記複数の平面画像のうちの前記最も撮影範囲が狭い画像以
外の画像を前記表示手段に全画面表示させることを特徴とする請求項１から４のいずれか
に記載の複眼撮像装置。
【請求項７】
　ズームレンズを含む撮影光学系と、前記撮影光学系により被写体像が結像される撮像素
子と、からなる複数の撮像手段を備え、複数の視点から見た被写体像を立体画像として撮
影可能な複眼撮像装置において、
　前記複数の撮像手段の各撮像手段毎に異なる撮影範囲で平面画像を撮影する複数枚撮影
モードに設定する撮影モード設定手段と、
　前記複数枚撮影モードに設定されると、前記複数の撮像手段のズームポジションを各撮
像手段毎に異ならせるように前記ズームレンズを光軸方向に移動させるレンズ移動手段と
、
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　前記レンズ移動手段により前記ズームレンズが移動されたら、前記複数の撮像手段を介
して撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影する制御手段と、
　平面画像又は立体画像が表示可能な表示手段と、
　前記複数枚撮影モードに設定された場合には、前記撮影範囲の異なる複数の平面画像を
並べて前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする複眼撮像装置。
【請求項８】
　前記表示制御手段は、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範囲が広い画像に、前記複
数の平面画像のうちの撮影範囲が最も狭い画像の撮影範囲を示す枠を重ねて表示すること
を特徴とする請求項７に記載の複眼撮像装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、１回のシャッタレリーズ操作で前記複数の平面画像として複数枚の静
止画を撮影する、又は被写体を示す画像信号を各撮像素子毎に連続的に取得することで前
記複数の平面画像として複数の動画を撮影することを特徴とする請求項７又は８に記載の
複眼撮像装置。
【請求項１０】
　撮影範囲の変更指示を入力する入力手段を備え、
　前記撮影制御手段は、前記入力手段による入力に基づいて前記複数の平面画像のうちの
撮影範囲の最も狭い画像を撮影する撮像手段のズームポジションを変更するように前記レ
ンズ移動手段を制御し、
　前記表示制御手段は、前記ズームポジションの変更に応じて前記表示手段に表示された
画像を変更するとともに、前記撮影範囲を示す枠の大きさを変更することを特徴とする請
求項１、２、３、４、５、６又は８に記載の複眼撮像装置。
【請求項１１】
　前記レンズ移動手段は、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範囲の広い画像を撮影す
る撮像手段のズームポジションをワイド端にすることを特徴とする請求項１から１０のい
ずれかに記載の複眼撮像装置。
【請求項１２】
　前記表示手段は、立体画像を表示するモードと平面画像を表示するモードとが切り替え
可能であり、
　前記複数枚撮影モードに設定されると、前記立体画像を表示するモードから前記平面画
像を表示するモードに切り替える切替手段を備えたことを特徴とする請求項１から１１の
いずれかに記載の複眼撮像装置。
【請求項１３】
　前記複数の撮像手段により１回のシャッタレリーズ操作で撮影された複数枚の平面画像
を自動的に全て記憶するか、所定の平面画像のみを記憶するかを選択する選択手段と、
　前記選択手段により複数枚の平面画像を自動的に全て記憶することが選択された場合に
は前記複数の平面画像を記憶し、前記選択手段により所定の平面画像のみを記憶すること
が選択された場合には前記所定の平面画像を記憶する記憶手段と、
　を備えたことを特徴とする請求項１から１２のいずれかに記載の複眼撮像装置。
【請求項１４】
　閃光を発して被写体を照明する閃光手段と、
　前記複数枚撮影モードに設定されると、前記閃光手段の発光を停止するように前記閃光
手段を制御する閃光制御手段と、
　を備えたことを特徴とする請求項１から１３のいずれかに記載の複眼撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は複眼撮像装置に係り、特に撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影可能な複眼
撮像装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、光学ズームが３倍まで可能なカメラにおいて、３倍以上のズーム指示
が入力された場合には、３倍光学ズームにより撮影された画像を表示部に表示し、電子ズ
ームにより拡大する範囲を枠で囲むビデオカメラが提案されている。
【０００３】
　特許文献２には、被写体像が大きさの異なる２個の撮像素子に結像され、大きいほうの
撮像素子（ワイド用撮像素子）で撮影された画像を表示部に表示すると共に、小さい方の
撮像素子（テレ用撮像素子）で撮影される範囲を枠で囲んで表示したり、ワイド用撮像素
子で撮影された画像を表示部全体に表示し、テレ用撮像素子で撮影された画像を表示部の
隅に小さく表示したりするデジタルカメラが提案されている（第１の形態）。
【０００４】
　また、特許文献２には、大きさの異なる２つの表示部を備え、ワイド用撮像素子、テレ
用撮像素子で撮影された画像をそれぞれ２個の表示部に表示するデジタルカメラが提案さ
れている（第２の形態）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平５－１４８０９０号公報
【特許文献２】特開２００４－２０７７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１に記載された発明では、ズーム撮影範囲が枠により表示されるため、使用者
がズーム撮影範囲を認識することができる。しかしながら、表示部に実際に表示される画
像は拡大前の画像であるため、使用者が画像の細かい部分を確認することはできないとい
う問題がある。また、特許文献１に記載された発明は、撮像素子が１つであるため、拡大
後の画像しか記録することはできないという問題がある。
【０００７】
　特許文献２に記載された発明の第１の形態では、主としてワイド用撮像素子で撮影され
た画像が表示部に表示されるため、特許文献１に記載された発明と同様に、使用者が画像
の細かい部分を確認することはできないという問題がある。また、特許文献２に記載され
た発明の第２の形態では、２枚の画像を表示するのに２個の表示部が必要であるという問
題がある。なお、特許文献２に記載された撮像装置は、撮像素子を２個備えるため、２枚
の画像を撮影、記録することができるが、画像を２枚記録するという発想はない。
【０００８】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、撮影範囲の異なる複数の平面画像を
複数の撮像手段で撮影するとともに、使用者が複数の平面画像の撮影範囲を認識し、かつ
被写体の細かい部分を確認することができる複眼撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　前記目的を達成するために、請求項１に記載の複眼撮像装置は、ズームレンズを含む撮
影光学系と、前記撮影光学系により被写体像が結像される撮像素子と、からなる複数の撮
像手段を備え、複数の視点から見た被写体像を立体画像として撮影可能な複眼撮像装置に
おいて、前記複数の撮像手段の各撮像手段毎に異なる撮影範囲で平面画像を撮影する複数
枚撮影モードに設定する撮影モード設定手段と、前記複数枚撮影モードに設定されると、
前記複数の撮像手段のズームポジションを各撮像手段毎に異ならせるように前記ズームレ
ンズを光軸方向に移動させるレンズ移動手段と、前記レンズ移動手段により前記ズームレ
ンズが移動されたら、前記複数の撮像手段を介して撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮
影する制御手段と、平面画像又は立体画像が表示可能な表示手段と、前記複数枚撮影モー
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ドに設定された場合には、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範囲の狭い画像を前記表
示手段に全画面表示させるとともに、前記複数の平面画像の撮影範囲を示す枠からなり、
前記複数の平面画像の撮影範囲の関係を示すガイダンスを前記表示手段に表示させる表示
制御手段と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　請求項１に記載の複眼撮像装置によれば、複数の視点から見た被写体像を立体画像とし
て撮影可能な複眼撮像装置の撮影モードを撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影する複
数枚撮影モードに設定すると、複数の撮像手段のズームポジションを各撮像手段毎に異な
らせるように前記ズームレンズが光軸方向に移動され、撮影範囲の異なる複数の平面画像
が撮影される。これにより、撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影することができる。
【００１１】
　また、請求項１に記載の複眼撮像装置によれば、撮影された複数の平面画像のうちの最
も撮影範囲の狭い画像が表示手段に全画面表示されるとともに、複数の平面画像の撮影範
囲を示す枠からなり、複数の平面画像の撮影範囲の関係を示すガイダンスを表示手段に表
示される。これにより、使用者が複数の平面画像の撮影範囲を認識できるとともに被写体
の細かい部分を確認することができる。
【００１２】
　請求項２に記載の複眼撮像装置は、請求項１に記載の複眼撮像装置において、前記表示
制御手段は、前記複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を中心が一致するように重ね
た図形を前記ガイダンスとして表示させることを特徴とする。
【００１３】
　請求項２に記載の複眼撮像装置によれば、撮影された複数の平面画像のうちの最も撮影
範囲の狭い画像が表示手段に全画面表示されるとともに、複数の平面画像の撮影範囲を示
す複数の枠を中心が一致するように重ねた図形がガイダンスとして表示手段に表示される
。これにより、使用者が複数の平面画像の撮影範囲をひと目で認識することができる。
【００１４】
　請求項３に記載の複眼撮像装置は、請求項２に記載の複眼撮像装置において、前記表示
制御手段は、前記複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像の撮影範囲を示す枠の内
側に、前記複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像を重ねて表示させることを特徴
とする。
【００１５】
　請求項３に記載の複眼撮像装置によれば、複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を
中心が一致するように重ね、かつ複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像の撮影範
囲を示す枠の内側に、複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い画像を重ねた画像を表示
したガイダンスが表示される。これにより、使用者は、複数の平面画像のうち最も撮影範
囲が広い画像としてどのような画像が撮影されたかを確認することができる。
【００１６】
　請求項４に記載の複眼撮像装置は、請求項２又は３に記載の複眼撮像装置において前記
表示制御手段は、前記複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を中心が一致するように
重ねた図形に前記複数の平面画像の撮影範囲の限界を示す枠を重ねて表示させることを特
徴とする。
【００１７】
　請求項４に記載の複眼撮像装置によれば、複数の平面画像の撮影範囲を示す複数の枠を
中心が一致するように重ねた図形に前記複数の平面画像の撮影範囲の限界を示す枠を重ね
たガイダンスが表示される。これにより、使用者は、撮影範囲の限界（最大範囲と最小範
囲）を認識することができる。
【００１８】
　請求項５に記載の複眼撮像装置は、請求項１から４のいずれかに記載の複眼撮像装置に
おいて、１回のシャッタレリーズ操作で前記複数の平面画像として複数枚の静止画を撮影
することを特徴とする。これにより、撮影範囲の異なる複数枚の静止画を同時に撮影する
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ことができる。
【００１９】
　請求項６に記載の複眼撮像装置は、請求項１から４のいずれかに記載の複眼撮像装置に
おいて、前記表示手段に全画面表示される画像の切り替えを入力する切替手段を備え、前
記制御手段は、被写体を示す画像信号を各撮像素子毎に連続的に取得することで前記複数
の平面画像として複数の動画を撮影し、前記表示制御手段は、前記切替手段により画像の
切り替えが入力されると、前記最も撮影範囲の狭い画像に変えて、前記複数の平面画像の
うちの前記最も撮影範囲が狭い画像以外の画像を前記表示手段に全画面表示させることを
特徴とする。これにより、撮影範囲の異なる動画を同時に撮影することができる。
【００２０】
　また、動画撮影時には、撮影に時間を要するため、撮影中に表示手段に全画面表示され
る画像の切り替えを可能とする。これにより、最も撮影範囲が狭い画像のみでなく最も撮
影範囲が狭い画像以外の画像についても確認することができる。
【００２１】
　請求項７に記載の複眼撮像装置は、ズームレンズを含む撮影光学系と、前記撮影光学系
により被写体像が結像される撮像素子と、からなる複数の撮像手段を備え、複数の視点か
ら見た被写体像を立体画像として撮影可能な複眼撮像装置において、前記複数の撮像手段
の各撮像手段毎に異なる撮影範囲で平面画像を撮影する複数枚撮影モードに設定する撮影
モード設定手段と、前記複数枚撮影モードに設定されると、前記複数の撮像手段のズーム
ポジションを各撮像手段毎に異ならせるように前記ズームレンズを光軸方向に移動させる
レンズ移動手段と、前記レンズ移動手段により前記ズームレンズが移動されたら、前記複
数の撮像手段を介して撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影する制御手段と、平面画像
又は立体画像が表示可能な表示手段と、前記複数枚撮影モードに設定された場合には、前
記撮影範囲の異なる複数の平面画像を並べて前記表示手段に表示させる表示制御手段と、
を備えたことを特徴とする。
【００２２】
　請求項７に記載の複眼撮像装置によれば、複数の視点から見た被写体像を立体画像とし
て撮影可能な複眼撮像装置の撮影モードを撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影する複
数枚撮影モードに設定すると、複数の撮像手段のズームポジションを各撮像手段毎に異な
らせるように前記ズームレンズが光軸方向に移動され、１回のシャッタレリーズ操作で前
記撮影範囲の異なる複数の平面画像が撮影される。これにより、撮影範囲の異なる複数の
平面画像を撮影することができる。
【００２３】
　また、請求項７に記載の複眼撮像装置によれば、撮影された撮影範囲の異なる複数の平
面画像が並べて表示手段に表示される。これにより、使用者が複数の平面画像の撮影範囲
を認識することができる。
【００２４】
　請求項８に記載の複眼撮像装置は、請求項７に記載の複眼撮像装置において、前記表示
制御手段は、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範囲が広い画像に、前記複数の平面画
像のうちの撮影範囲が最も狭い画像の撮影範囲を示す枠を重ねて表示することを特徴とす
る。
【００２５】
　請求項８に記載の複眼撮像装置によれば、撮影された撮影範囲の異なる複数の平面画像
が並べて表示されるとともに、複数の平面画像のうちの最も撮影範囲が広い画像に、複数
の平面画像のうちの撮影範囲が最も狭い画像の撮影範囲を示す枠が重ねて表示される。こ
れにより、使用者は、複数の平面画像の撮影範囲をより明確に認識することができる。
【００２６】
　請求項９に記載の複眼撮像装置は、請求項７又は８に記載の複眼撮像装置において、前
記制御手段は、１回のシャッタレリーズ操作で前記複数の平面画像として複数枚の静止画
を撮影する、又は被写体を示す画像信号を各撮像素子毎に連続的に取得することで前記複
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数の平面画像として複数の動画を撮影することを特徴とする。
【００２７】
　請求項１０に記載の複眼撮像装置は、請求項１、２、３、４、５、６又は８に記載の複
眼撮像装置において、撮影範囲の変更指示を入力する入力手段を備え、前記撮影制御手段
は、前記入力手段による入力に基づいて前記複数の平面画像のうちの撮影範囲の最も狭い
画像を撮影する撮像手段のズームポジションを変更するように前記レンズ移動手段を制御
し、前記表示制御手段は、前記ズームポジションの変更に応じて前記表示手段に表示され
た画像を変更するとともに、前記撮影範囲を示す枠の大きさを変更することを特徴とする
。
【００２８】
　請求項１０に記載の複眼撮像装置によれば、撮影範囲の変更指示を入力すると、複数の
平面画像のうちの撮影範囲の最も狭い画像を撮影する撮像手段のズームポジションが変更
され、このズームポジションの変更に応じて前記表示手段に表示された画像を変更すると
ともに、前記撮影範囲を示す枠の大きさを変更する。これにより、ズームポジションの変
更と表示とを連動させ、使用者の操作性を上げることができる。
【００２９】
　請求項１１に記載の複眼撮像装置は、請求項１から１０のいずれかに記載の複眼撮像装
置において、前記レンズ移動手段は、前記複数の平面画像のうちの最も撮影範囲の広い画
像を撮影する撮像手段のズームポジションをワイド端にすることを特徴とする。
【００３０】
　請求項１１に記載の複眼撮像装置によれば、数枚の平面画像のうちの最も撮影範囲の広
い画像を撮影する撮像手段のズームポジションをワイド端にする。これにより、撮影範囲
のワイド側を最も広くすることができる。
【００３１】
　請求項１２に記載の複眼撮像装置は、請求項１から１１のいずれかに記載の複眼撮像装
置において、前記表示手段は、立体画像を表示するモードと平面画像を表示するモードと
が切り替え可能であり、前記複数枚撮影モードに設定されると、前記立体画像を表示する
モードから前記平面画像を表示するモードに切り替える切替手段を備えたことを特徴とす
る。
【００３２】
　請求項１２に記載の複眼撮像装置によれば、複数枚撮影モード設定に設定されると、表
示手段の表示モードが、立体画像を表示するモードから平面画像を表示するモードに切り
替えられる。これにより、使用者が誤って３次元画像を撮影する撮影モードであると認識
することを防止することができる。
【００３３】
　請求項１３に記載の複眼撮像装置は、請求項１から１２のいずれかに記載の複眼撮像装
置において、前記複数の撮像手段により１回のシャッタレリーズ操作で撮影された複数の
平面画像を自動的に全て記憶するか、所定の平面画像のみを記憶するかを選択する選択手
段と、前記選択手段により複数の平面画像を自動的に全て記憶することが選択された場合
には前記複数の平面画像を記憶し、前記選択手段により所定の平面画像のみを記憶するこ
とが選択された場合には前記所定の平面画像を記憶する記憶手段と、を備えたことを特徴
とする。
【００３４】
　請求項１３に記載の複眼撮像装置によれば、複数の平面画像を自動的に全て記憶するこ
とを選択した場合には、複数の平面画像が記憶され、所定の平面画像のみを記憶すること
を選択した場合には、所定の平面画像が記憶される。これにより、使用者の使い勝手を良
くすることができる。
【００３５】
　請求項１４に記載の複眼撮像装置は、請求項１から１３のいずれかに記載の複眼撮像装
置において、閃光を発して被写体を照明する閃光手段と、前記複数枚撮影モードに設定さ
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れると、前記閃光手段の発光を停止するように前記閃光手段を制御する閃光制御手段と、
を備えたことを特徴とする。
【００３６】
　請求項１４に記載の複眼撮像装置によれば、複数枚撮影モードに設定されると閃光手段
の発光が停止される。これにより、複数枚撮影モードにおいて、フラッシュを照射するこ
とにより問題が発生することを防止することができる。
【発明の効果】
【００３７】
　本発明によれば、撮影範囲の異なる複数の平面画像を複数の撮像手段で撮影するととも
に、使用者が複数の平面画像の撮影範囲を認識し、かつ被写体の細かい部分を確認するこ
とができる複眼撮像装置を提供することを目的とする。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施の形態の複眼デジタルカメラ１の概略図であり、（ａ）は正
面図、（ｂ）は背面図である。
【図２】複眼デジタルカメラ１の電気的な構成を示すブロック図である。
【図３】テレ／ワイド同時撮りモードにおける撮影処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図４】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるスルー画像の一例である。
【図５】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるスルー画像の一例である。
【図６】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるＳ１後合焦状態における表示画像の一例で
ある。
【図７】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるポストビュー画像の一例である。
【図８】テレ／ワイド同時撮りモードにおける記録処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図９】テレ／ワイド同時撮りモードから他の撮影モードに遷移する処理の流れを示すフ
ローチャートである。
【図１０】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるスルー画像の他の例である。
【図１１】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるスルー画像の他の例である。
【図１２】テレ／ワイド同時撮りモードにおける動画撮影時の表示画像の一例である。
【図１３】テレ／ワイド同時撮りモードにおける動画撮影時の表示画像の他の例である。
【図１４】テレ／ワイド同時撮りモードにおける動画撮影時の表示画像の切り替えの例で
ある。
【図１５】テレ／ワイド同時撮りモードにおけるポストビュー画像の他の例である。
【図１６】モード画面の一例である。
【図１７】本発明の第２の実施の形態の複眼デジタルカメラ２のテレ／ワイド同時撮りモ
ードにおける記録処理の流れを示すフローチャートである。
【図１８】本発明の第３の実施の形態の複眼デジタルカメラ３のテレ／ワイド同時撮りモ
ードから他の撮影モードに遷移する処理の流れを示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　以下、添付図面に従って本発明に係る複眼撮像装置を実施するための最良の形態につい
て詳細に説明する。
【００４０】
　＜第１の実施の形態＞
　図１は、本発明に係る複眼撮像装置である複眼デジタルカメラ１の概略図であり、（ａ
）は正面図であり、（ｂ）は背面図である。複眼デジタルカメラ１は、複数（図１では２
個を例示）の撮像系を備えた複眼デジタルカメラ１であって、同一被写体を複数視点（図
１では左右二つの視点を例示）からみた立体画像や、単視点画像（２次元画像）が撮影可
能である。また、複眼デジタルカメラ１は、静止画に限らず、動画、音声の記録再生も可
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能である。
【００４１】
　複眼デジタルカメラ１のカメラボディ１０は、略直方体の箱状に形成されており、その
正面には、図１（ａ）に示すように、主として、バリア１１、右撮像系１２、左撮像系１
３、フラッシュ１４、マイク１５が設けられている。また、カメラボディ１０の上面には
、主として、レリーズスイッチ２０、ズームボタン２１が設けられている。
【００４２】
　一方、カメラボディ１０の背面には、図１（ｂ）に示すように、モニタ１６、モードボ
タン２２、視差調整ボタン２３、２Ｄ／３Ｄ切り替えボタン２４、ＭＥＮＵ／ＯＫボタン
２５、十字ボタン２６、ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫボタン２７が設けられている。
【００４３】
　バリア１１は、カメラボディ１０の前面に摺動可能に装着され、バリア１１が上下に摺
動することにより開状態と閉状態とが切り替えられる。通常は、図１（ａ）点線に示すよ
うに、バリア１１は上端、すなわち閉状態に位置されており、対物レンズ１２ａ、１３ａ
等はバリア１１によって覆われている。これにより、レンズなどの破損が防止される。バ
リア１１が摺動されることにより、バリアが下端、すなわち開状態に位置される（図１（
ａ）実線参照）と、カメラボディ１０前面に配設されたレンズ等が露呈される。図示しな
いセンサによりバリア１１が開状態であることが認識されると、ＣＰＵ１１０（図２参照
）により電源がＯＮされ、撮影が可能となる。
【００４４】
　右目用の画像を撮影する右撮像系１２及び左目用の画像を撮影する左撮像系１３は、屈
曲光学系を有する撮影レンズ群と絞り兼用メカシャッタ１２ｄ、１３ｄ（図２参照）とを
含む光学ユニットである。右撮像系１２及び左撮像系１３の撮影レンズ群は、主として、
被写体からの光を取り込む対物レンズ１２ａ、１３ａ、対物レンズから入射した光路を略
垂直に折り曲げるプリズム（図示せず）、ズームレンズ１２ｃ、１３ｃ（図２参照）、フ
ォーカスレンズ１２ｂ、１３ｂ（図２参照）等で構成される。
【００４５】
　フラッシュ１４は、キセノン管で構成されており、暗い被写体を撮影する場合や逆光時
などに必要に応じて発光される。
【００４６】
　モニタ１６は、４：３の一般的なアスペクト比を有するカラー表示が可能な液晶モニタ
であり、立体画像と平面画像の両方が表示可能である。モニタ１６の詳細な構造は図示し
ないが、モニタ１６は、その表面にパララックスバリア表示層を備えたパララックスバリ
ア式３Ｄモニタである。モニタ１６は、各種設定操作を行なう際の使用者インターフェー
ス表示パネルとして利用され、画像撮影時には電子ビューファインダとして利用される。
【００４７】
　モニタ１６は、立体画像を表示するモード（３Ｄモード）と、平面画像を表示するモー
ド（２Ｄモード）とが切り替えが可能である。３Ｄモードにおいては、モニタ１６のパラ
ラックスバリア表示層に光透過部と光遮蔽部とが交互に所定のピッチで並んだパターンか
らなるパララックスバリアを発生させるとともに、その下層の画像表示面に左右の像を示
す短冊状の画像断片を交互に配列して表示する。２Ｄモードや使用者インターフェース表
示パネルとして利用される場合には、パララックスバリア表示層には何も表示せず、その
下層の画像表示面に１枚の画像をそのまま表示する。
【００４８】
　なお、モニタ１６は、パララックスバリア式には限定されず、レンチキュラー方式、マ
イクロレンズアレイシートを用いるインテグラルフォトグラフィ方式、干渉現象を用いる
ホログラフィー方式などが採用されてもよい。また、モニタ１６は液晶モニタに限定され
ず、有機ＥＬなどが採用されてもよい。
【００４９】
　レリーズスイッチ２０は、いわゆる「半押し」と「全押し」とからなる二段ストローク
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式のスイッチで構成されている。複眼デジタルカメラ１は、静止画撮影時（例えば、モー
ドボタン２２で静止画撮影モード選択時、又はメニューから静止画撮影モード選択時）、
このレリーズスイッチ２０を半押しすると撮影準備処理、すなわち、ＡＥ（Automatic Ex
posure：自動露出）、ＡＦ（Auto Focus：自動焦点合わせ）、ＡＷＢ（Automatic White 
Balance：自動ホワイトバランス）の各処理を行い、全押しすると、画像の撮影・記録処
理を行う。また、動画撮影時（例えば、モードボタン２４で動画撮影モード選択時、又は
メニューから動画撮影モード選択時）、このレリーズスイッチ２０を全押しすると、動画
の撮影を開始し、再度全押しすると、撮影を終了する。
【００５０】
　ズームボタン２１は、右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム操作に用いられ、望遠側
へのズームを指示するズームテレボタン２１Ｔと、広角側へのズームを指示するズームワ
イドボタン２１Ｗとで構成されている。
【００５１】
　モードボタン２２は、デジタルカメラ１の撮影モードを設定する撮影モード設定手段と
して機能し、このモードボタン２２の設定位置により、デジタルカメラ１の撮影モードが
様々なモードに設定される。撮影モードは、動画撮影を行う「動画撮影モード」と、静止
画撮影を行う「静止画撮影モード」とに分けられ、「静止画撮影モード」は例えば、絞り
、シャッタスピード等がデジタルカメラ１によって自動的に設定される「オート撮影モー
ド」、人物の顔を抽出して撮影を行う「顔抽出撮影モード」、動体撮影に適した「スポー
ツ撮影モード」、風景の撮影に適した「風景撮影モード」、夕景及び夜景の撮影に適した
「夜景撮影モード」、絞りの目盛りを使用者が設定し、シャッタスピードをデジタルカメ
ラ１が自動的に設定する「絞り優先撮影モード」、シャッタスピードを使用者が設定し、
絞りの目盛りをデジタルカメラ１が自動的に設定する「シャッタスピード優先撮影モード
」、絞り、シャッタスピード等を使用者が設定する「マニュアル撮影モード」等がある。
【００５２】
　視差調整ボタン２３は、立体画像撮影時に視差を電子的に調整するボタンである。視差
調整ボタン２３の上側を押下することにより、右撮像系１２で撮影された画像と左撮像系
１３で撮影された画像との視差が所定の距離だけ大きくなり、視差調整ボタン２３の下側
を押下することにより、右撮像系１２で撮影された画像と左撮像系１３で撮影された画像
との視差が所定の距離だけ小さくなる。
【００５３】
　２Ｄ／３Ｄ切り替えボタン２４は、単視点画像を撮影する２Ｄ撮影モードと、多視点画
像を撮影する３Ｄ撮影モードの切り替えを指示するためのスイッチである。
【００５４】
　ＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５は、撮影及び再生機能の各種設定画面（メニュー画面）の呼
び出し（ＭＥＮＵ機能）に用いられるとともに、選択内容の確定、処理の実行指示等（Ｏ
Ｋ機能）に用いられ、複眼デジタルカメラ１が持つ全ての調整項目の設定が行われる。撮
影時にＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５が押されると、モニタ１６にたとえば露出値、色合い、
ＩＳＯ感度、記録画素数などの画質調整などの設定画面が表示され、再生時にＭＥＮＵ／
ＯＫボタン２５が押されると、モニタ１６に画像の消去などの設定画面が表示される。複
眼デジタルカメラ１は、このメニュー画面で設定された条件に応じて動作する。
【００５５】
　十字ボタン２６は、各種のメニューの設定や選択あるいはズームを行うためのボタンで
あり、上下左右４方向に押圧操作可能に設けられており、各方向のボタンには、カメラの
設定状態に応じた機能が割り当てられる。たとえば、撮影時には、左ボタンにマクロ機能
のＯＮ／ＯＦＦを切り替える機能が割り当てられ、右ボタンにフラッシュモードを切り替
える機能が割り当てられる。また、上ボタンにモニタ１６の明るさを替える機能が割り当
てられ、下ボタンにセルフタイマのＯＮ／ＯＦＦや時間を切り替える機能が割り当てられ
る。また、再生時には、右ボタンにコマ送りの機能が割り当てられ、左ボタンにコマ戻し
の機能が割り当てられる。また、上ボタンに再生中の画像を削除する機能が割り当てられ
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る。また、各種設定時には、モニタ１６に表示されたカーソルを各ボタンの方向に移動さ
せる機能が割り当てられる。
【００５６】
　ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫボタン２７は、モニタ１６の表示切り替えを指示するボタンとして
機能し、撮影中、このＤＩＳＰ／ＢＡＣＫボタン２７が押されると、モニタ１６の表示が
、ＯＮ→フレーミングガイド表示→ＯＦＦに切り替えられる。また、再生中、このＤＩＳ
Ｐ／ＢＡＣＫボタン２７が押されると、通常再生→文字表示なし再生→マルチ再生に切り
替えられる。また、ＤＩＳＰ／ＢＡＣＫボタン２７は、入力操作のキャンセルや一つ前の
操作状態に戻すことを指示するボタンとして機能する。
【００５７】
　図２は、複眼デジタルカメラ１の主要な内部構成を示すブロック図である。複眼デジタ
ルカメラ１は、主として、ＣＰＵ１１０、操作手段（レリーズボタン２０、ＭＥＮＵ／Ｏ
Ｋボタン２５、十字ボタン２６等）１１２、ＳＤＲＡＭ１１４、ＶＲＡＭ１１６、ＡＦ検
出手段１１８、ＡＥ／ＡＷＢ検出手段１２０、撮像素子１２２、１２３、ＣＤＳ／ＡＭＰ
１２４、１２５、Ａ／Ｄ変換器１２６、１２７、画像入力コントローラ１２８、画像信号
処理手段１３０、立体画像信号処理部１３３、圧縮伸張処理手段１３２、ビデオエンコー
ダ１３４、メディアコントローラ１３６、音入力処理部１３８、記録メディア１４０、フ
ォーカスレンズ駆動部１４２、１４３、ズームレンズ駆動部１４４、１４５、絞り駆動部
１４６、１４７、タイミングジェネレータ（ＴＧ）１４８、１４９とで構成される。
【００５８】
　ＣＰＵ１１０は、複眼デジタルカメラ１の全体の動作を統括的に制御する。ＣＰＵ１１
０は、右撮像系１２と左撮像系１３の動作を制御する。右撮像系１２と左撮像系１３とは
、基本的に連動して動作を行うが、各々個別に動作させることも可能である。また、ＣＰ
Ｕ１１０は、右撮像系１２及び左撮像系１３で得られた２つの画像データを短冊状の画像
断片とし、これがモニタ１６に交互に表示されるような表示用画像データを生成する。３
Ｄモードで表示を行う際に、パララックスバリア表示層に光透過部と光遮蔽部とが交互に
所定のピッチで並んだパターンからなるパララックスバリアを発生させるとともに、その
下層の画像表示面に左右の像を示す短冊状の画像断片を交互に配列して表示することで立
体視を可能にする。
【００５９】
　ＳＤＲＡＭ１１４には、このＣＰＵ１１０が実行する制御プログラムであるファームウ
ェア、制御に必要な各種データ、カメラ設定値、撮影された画像データ等が記録されてい
る。
【００６０】
　ＶＲＡＭ１１６は、ＣＰＵ１１０の作業用領域として利用されるとともに、画像データ
の一時記憶領域として利用される。
【００６１】
　ＡＦ検出手段１１８は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、入力された画像信号からＡＦ
制御に必要な物理量を算出する。ＡＦ検出手段１１８は、右撮像系１２から入力された画
像信号に基づいてＡＦ制御を行う右撮像系ＡＦ制御回路と、左撮像系１３から入力された
画像信号に基づいてＡＦ制御を行う左撮像系ＡＦ制御回路とで構成される。本実施の形態
のデジタルカメラ１では、撮像素子１２２、１２３から得られる画像のコントラストによ
りＡＦ制御が行われ（いわゆるコントラストＡＦ）、ＡＦ検出手段１１８は、入力された
画像信号から画像の鮮鋭度を示す焦点評価値を算出する。ＣＰＵ１１０は、このＡＦ検出
手段１１８で算出される焦点評価値が極大となる位置を検出し、その位置にフォーカスレ
ンズ群を移動させる。すなわち、フォーカスレンズ群を至近から無限遠まで所定のステッ
プで移動させ、各位置で焦点評価値を取得し、得られた焦点評価値が最大の位置を合焦位
置として、その位置にフォーカスレンズ群を移動させる。
【００６２】
　ＡＥ／ＡＷＢ検出回路１２０は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、入力された画像信号
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からＡＥ制御及びＡＷＢ制御に必要な物理量を算出する。たとえば、ＡＥ制御に必要な物
理量として、１画面を複数のエリア（たとえば１６×１６）に分割し、分割したエリアご
とにＲ、Ｇ、Ｂの画像信号の積算値を算出する。ＣＰＵ１１０は、このＡＥ／ＡＷＢ検出
回路１２０から得た積算値に基づいて被写体の明るさ（被写体輝度）を検出し、撮影に適
した露出値（撮影ＥＶ値）を算出する。そして、算出した撮影ＥＶ値と所定のプログラム
線図から絞り値とシャッタスピードを決定する。また、ＡＷＢ制御に必要な物理量として
、１画面を複数のエリア（例えば、１６×１６）に分割し、分割したエリアごとにＲ、Ｇ
、Ｂの画像信号の色別の平均積算値を算出する。ＣＰＵ１１０は、得られたＲの積算値、
Ｂの積算値、Ｇの積算値から分割エリアごとにＲ／Ｇ及びＢ／Ｇの比を求め、求めたＲ／
Ｇ、Ｂ／Ｇの値のＲ／Ｇ、Ｂ／Ｇの色空間における分布等に基づいて光源種判別を行う。
そして、判別された光源種に適したホワイトバランス調整値に従って、たとえば各比の値
がおよそ１（つまり、１画面においてＲＧＢの積算比率がＲ：Ｇ：Ｂ≒１：１：１）にな
るように、ホワイトバランス調整回路のＲ、Ｇ、Ｂ信号に対するゲイン値（ホワイトバラ
ンス補正値）を決定する。
【００６３】
　撮像素子１２２、１２３は、所定のカラーフィルタ配列（例えば、ハニカム配列、ベイ
ヤ配列）のＲ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタが設けられたカラーＣＣＤで構成されている。撮
像素子１２２、１２３は、フォーカスレンズ１２ｂ、１３ｂ、ズームレンズ１２ｃ、１３
ｃ等によって結像された被写体光を受光し、この受光面に入射した光は、その受光面に配
列された各フォトダイオードによって入射光量に応じた量の信号電荷に変換される。撮像
素子１２２、１２３の光電荷蓄積・転送動作は、ＴＧ１４８、１４９からそれぞれ入力さ
れる電荷排出パルスに基づいて電子シャッタ速度（光電荷蓄積時間）が決定される。
【００６４】
　すなわち、撮像素子１２２、１２３に電荷排出パルスが入力されている場合には、撮像
素子１２２、１２３に電荷が蓄えられることなく排出される。それに対し、撮像素子１２
２、１２３に電荷排出パルスが入力されなくなると、電荷が排出されなくなるため、撮像
素子１２２、１２３において電荷蓄積、すなわち露光が開始される。撮像素子１２２、１
２３で取得された撮像信号は、ＴＧ１４８、１４９からそれぞれ与えられる駆動パルスに
基づいてＣＤＳ／ＡＭＰ１２４、１２５に出力される。
【００６５】
　ＣＤＳ／ＡＭＰ１２４、１２５は、撮像素子１２２、１２３から出力された画像信号に
対して相関二重サンプリング処理（撮像素子の出力信号に含まれるノイズ（特に熱雑音）
等を軽減することを目的として、撮像素子の１画素毎の出力信号に含まれるフィードスル
ー成分レベルと画素信号成分レベルとの差をとることにより正確な画素データを得る処理
）を行い、増幅してＲ、Ｇ、Ｂのアナログの画像信号を生成する。
【００６６】
　Ａ／Ｄ変換器１２６、１２７は、ＣＤＳ／ＡＭＰ１２４、１２５で生成されたＲ、Ｇ、
Ｂのアナログの画像信号デジタルの画像信号に変換する。
【００６７】
　画像入力コントローラ１２８は、所定容量のラインバッファを内蔵しており、ＣＰＵ１
１０からの指令に従い、ＣＤＳ／ＡＭＰ／ＡＤ変換部から出力された１画像分の画像信号
を蓄積して、ＶＲＡＭ１１６に記録する。
【００６８】
　画像信号処理手段１３０は、同時化回路（単板ＣＣＤのカラーフィルタ配列に伴う色信
号の空間的なズレを補間して色信号を同時式に変換する処理回路）、ホワイトバランス補
正回路、ガンマ補正回路、輪郭補正回路、輝度・色差信号生成回路等を含み、ＣＰＵ１１
０からの指令に従い、入力された画像信号に所要の信号処理を施して、輝度データ（Ｙデ
ータ）と色差データ（Ｃｒ，Ｃｂデータ）とからなる画像データ（ＹＵＶデータ）を生成
する。
【００６９】
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　圧縮伸張処理手段１３２は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、入力された画像データに
所定形式の圧縮処理を施し、圧縮画像データを生成する。また、ＣＰＵ１１０からの指令
に従い、入力された圧縮画像データに所定形式の伸張処理を施し、非圧縮の画像データを
生成する。
【００７０】
　ビデオエンコーダ１３４は、モニタ１６への表示を制御する。すなわち、記録メディア
１４０などに保存された画像信号をモニタ１６に表示するための映像信号（たとえば、Ｎ
ＴＳＣ信号やＰＡＬ信号、ＳＣＡＭ信号）に変換してモニタ１６に出力するとともに、必
要に応じて所定の文字、図形情報をモニタ１６に出力する。
【００７１】
　メディアコントローラ１３６は、圧縮伸張処理手段１３２で圧縮処理された各画像デー
タを記録メディア１４０に記録する。
【００７２】
　音入力処理部１３８は、マイク１５に入力され、図示しないステレオマイクアンプで増
幅された音声信号が入力され、この音声信号の符号化処理を行う。
【００７３】
　記録メディア１４０は、複眼デジタルカメラ１に着脱自在なｘＤピクチャカード（登録
商標）、スマートメディア（登録商標）に代表される半導体メモリカード、可搬型小型ハ
ードディスク、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク等、種々の記録媒体である。
【００７４】
　フォーカスレンズ駆動部１４２、１４３は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、フォーカ
スレンズ１２ｂ、１３ｂをそれぞれ光軸方向に移動させ、焦点位置を可変する。
【００７５】
　ズームレンズ駆動部１４４、１４５は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、ズームレンズ
１２ｃ、１３ｃそれぞれ光軸方向に移動させ、焦点距離を可変する。
【００７６】
　絞り兼用メカシャッタ１２ｄ、１３ｄは、それぞれ絞り駆動部１４６、１４７のアイリ
スモータに駆動されることにより、その開口量を可変して、撮像素子１２２、１２３への
入射光量を調整する。
【００７７】
　絞り駆動部１４６、１４７は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、絞り兼用メカシャッタ
１２ｄ、１３ｄの開口量を可変して、撮像素子１２２、１２３への入射光量をそれぞれ調
整する。また、絞り駆動部１４６、１４７は、ＣＰＵ１１０からの指令に従い、絞り兼用
メカシャッタ１２ｄ、１３ｄを開閉して、撮像素子１２２、１２３への露光／遮光それぞ
れを行う。
【００７８】
　以上のように構成された複眼デジタルカメラ１の作用について説明する。バリア１１を
閉状態から開状態へと摺動させると、複眼デジタルカメラ１の電源が投入され、複眼デジ
タルカメラ１は、撮影モードの下で起動する。撮影モードとしては、２Ｄモードと、同一
被写体を２視点からみた立体画像を撮影する３Ｄ撮影モードとが設定可能である。また、
２Ｄモードとしては、右撮像系１２又は左撮像系１３のみを用いて平面画像を撮影する通
常２Ｄ撮影モード、広い範囲の画像（ワイド側の画像）と、被写体を大きくズームアップ
した画像（テレ側の画像）との２枚の２次元画像を撮影するテレ／ワイド同時撮りモード
等が設定可能である。撮影モードの設定は、複眼デジタルカメラ１が撮影モードで駆動中
にＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５が押下されることによりモニタ１６に表示されるメニュー画
面から設定可能である。
【００７９】
　（１）通常２Ｄ撮影モード
　ＣＰＵ１１０は、右撮像系１２又は左撮像系１３（本実施の形態では左撮像系１３）を
選択し、左撮像系１３の撮像素子１２３によってライブビュー画像用の撮影を開始する。
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すなわち、撮像素子１２３で連続的に画像が撮像され、その画像信号が連続的に処理され
て、ライブビュー画像用の画像データが生成される。
【００８０】
　ＣＰＵ１１０は、モニタ１６を２Ｄモードとし、生成された画像データを順次ビデオエ
ンコーダ１３４に加え、表示用の信号形式に変換してモニタ１６に出力する。これにより
、撮像素子１２３で捉えた画像がモニタ１６にスルー表示される。モニタ１６の入力がデ
ジタル信号に対応している場合にはビデオエンコーダ１３４は不要であるが、モニタ１６
の入力仕様に合致した信号形態に変換する必要がある。
【００８１】
　ユーザ（使用者）は、モニタ１６に表示されるスルー画像を見ながらフレーミングした
り、撮影したい被写体を確認したり、撮影後の画像を確認したり、撮影条件を設定したり
する。
【００８２】
　上記撮影スタンバイ状態時にレリーズスイッチ２０が半押しされると、ＣＰＵ１１０に
Ｓ１ＯＮ信号が入力される。ＣＰＵ１１０はこれを検知し、ＡＥ測光、ＡＦ制御を行う。
ＡＥ測光時には、撮像素子１２３を介して取り込まれる画像信号の積算値等に基づいて被
写体の明るさを測光する。この測光した値（測光値）は、本撮影時における絞り兼用メカ
シャッタ１３ｄの絞り値、及びシャッタ速度の決定に使用される。同時に、検出された被
写体輝度より、フラッシュ１４の発光が必要かどうかを判断する。フラッシュ１４の発光
が必要と判断された場合には、フラッシュ１４をプリ発光させ、その反射光に基づいて本
撮影時のフラッシュ１４の発光量を決定する。
【００８３】
　レリーズスイッチ２０が全押しされると、ＣＰＵ１１０にＳ２ＯＮ信号が入力される。
ＣＰＵ１１０は、このＳ２ＯＮ信号に応動して、撮影、記録処理を実行する。
【００８４】
　まず、ＣＰＵ１１０は、前記測光値に基づいて決定した絞り値に基づいて絞り駆動部１
４７を介して絞り兼用メカシャッタ１３ｄを駆動するとともに、前記測光値に基づいて決
定したシャッタ速度になるように撮像素子１２３での電荷蓄積時間（いわゆる電子シャッ
タ）を制御する。
【００８５】
　また、ＣＰＵ１１０は、ＡＦ制御時にはフォーカスレンズを至近から無限遠に対応する
レンズ位置に順次移動させるとともに、レンズ位置毎に撮像素子１２３を介して取り込ま
れた画像のＡＦエリアの画像信号に基づいて画像信号の高周波成分を積算した評価値をＡ
Ｆ検出手段１１８から取得し、この評価値がピークとなるレンズ位置を求め、そのレンズ
位置にフォーカスレンズを移動させるコントラストＡＦを行う。
【００８６】
　この際、フラッシュ１４を発光させる場合は、プリ発光の結果から求めたフラッシュ１
４の発光量に基づいてフラッシュ１４を発光させる。
【００８７】
　被写体光は、フォーカスレンズ１３ｂ、ズームレンズ１３ｃ、絞り兼用メカシャッタ１
３ｄ、赤外線カットフィルタ４６、及び光学ローパスフィルタ４８等を介して撮像素子１
２３の受光面に入射する。
【００８８】
　撮像素子１２３の各フォトダイオードに蓄積された信号電荷は、ＴＧ１４９から加えら
れるタイミング信号に従って読み出され、電圧信号（画像信号）として撮像素子１２３か
ら順次出力され、ＣＤＳ／ＡＭＰ１２５に入力される。
【００８９】
　ＣＤＳ／ＡＭＰ１２５は、ＣＤＳパルスに基づいてＣＣＤ出力信号を相関二重サンプリ
ング処理し、ＣＰＵ１１０から加えられる撮影感度設定用ゲインによってＣＤＳ回路から
出力される画像信号を増幅する。
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【００９０】
　ＣＤＳ／ＡＭＰ１２５から出力されたアナログの画像信号は、Ａ／Ｄ変換器１２７にお
いて、デジタルの画像信号に変換され、この変換された画像信号（Ｒ、Ｇ、ＢのＲＡＷデ
ータ）は、ＳＤＲＡＭ１１４に転送され、ここに一旦蓄えられる。
【００９１】
　ＳＤＲＡＭ１１４から読み出されたＲ、Ｇ、Ｂの画像信号は、画像信号処理手段１３０
に入力される。画像信号処理手段１３０では、ホワイトバランス調整回路によりＲ、Ｇ、
Ｂの画像信号ごとにデジタルゲインをかけることでホワイトバランス調整が行われ、ガン
マ補正回路によりガンマ特性に応じた階調変換処理が行われ、単板ＣＣＤのカラーフィル
タ配列に伴う各色信号の空間的なズレを補間して色信号の位相を合わせる同時化処理が行
われる。同時化されたＲ、Ｇ、Ｂの画像信号は、更に輝度・色差データ生成回路により輝
度信号Ｙと色差信号Ｃｒ、Ｃｂ（ＹＣ信号）に変換され、Ｙ信号は、輪郭補正回路により
輪郭強調処理される。画像信号処理手段１３０で処理されたＹＣ信号は再びＳＤＲＡＭ１
１４に蓄えられる。
【００９２】
　上記のようにしてＳＤＲＡＭ１１４に蓄えられたＹＣ信号は、圧縮伸張処理手段１３２
によって圧縮され、所定のフォーマットの画像ファイルとして、メディアコントローラ１
３６を介して記録メディア１４０に記録される。静止画のデータは、Ｅｘｉｆ規格に従っ
た画像ファイルとして記録メディア１４０に格納される。Ｅｘｉｆファイルは、主画像の
データを格納する領域と、縮小画像（サムネイル画像）のデータを格納する領域とを有し
ている。撮影によって取得された主画像のデータから画素の間引き処理その他の必要なデ
ータ処理を経て、規定サイズ（例えば、１６０×１２０又は８０×６０ピクセルなど）の
サムネイル画像が生成される。こうして生成されたサムネイル画像は、主画像とともにＥ
ｘｉｆファイル内に書き込まれる。また、Ｅｘｉｆファイルには、撮影日時、撮影条件、
顔検出情報等のタグ情報が付属されている。
【００９３】
　通常２Ｄ撮影モードから他の撮影モードへの切り替え（撮影モードの遷移）が入力され
た場合には、ＣＰＵ１１０は、遷移先の撮影モードがテレ／ワイド同時撮りモードか３Ｄ
撮影モードかを判断する。ＣＰＵ１１０は、遷移先の撮影モードがテレ／ワイド同時撮り
モードである場合には、モニタ１６を２Ｄモードのままに他の撮影モードの処理を開始し
、遷移先の撮影モードが３Ｄモードである場合には、モニタ１６を３Ｄモードに切り替え
、他の撮影モードの処理を開始する。
【００９４】
　（２）テレ／ワイド同時撮りモード
　図３は、テレ／ワイド同時撮りモードにおける撮影処理の流れを示すフローチャートで
ある。以下、右撮像系１２でワイド側の画像を撮影し、左撮像系１３でテレ側の画像を撮
影するとして説明する。右撮像系１２でテレ側の画像を撮影し、左撮像系１３でワイド側
の画像を撮影してもよいことはいうまでもない。
【００９５】
　テレ／ワイド同時撮りモードに設定されると、右撮像系１２及び左撮像系１３でライブ
ビュー画像用の撮影を開始する。すなわち、撮像素子１２２、１２３で連続的に画像が撮
像され、連続的に処理されて、ライブビュー画像用の画像データが生成される。撮像素子
１２２、１２３の撮影範囲（ズーム画角）が異なる場合には、ズーム画角の差異によって
右撮像系１２及び左撮像系１３のレンズの明るさが変わってしまう。また、ズームの画角
が異なる場合には、撮像素子１２２、１２３が撮影している被写体が異なるため、一回の
フラッシュ発光で２つの被写体に対して適正にフラッシュ調光することは困難である。そ
のため、ＣＰＵ１１０は、テレ／ワイド同時撮りモードに設定された場合には、フラッシ
ュ１４の発光を禁止するようにしてもよい。これにより、フラッシュを照射することによ
り、被写体が明るくなりすぎ、白とびが発生する等の問題が発生することを防止すること
ができる。
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【００９６】
　ＣＰＵ１１０は、モニタ１６が２Ｄモードか否かを判断する（ステップＳ１）。２Ｄモ
ードである場合（ステップＳ１でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は、左撮像系１３で撮影さ
れたライブビュー画像用の画像データをビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出
力する（ステップＳ２）。２Ｄモードで無い場合（ステップＳ１でＮＯ）には、ＣＰＵ１
１０は、モニタ１６を３Ｄモードから２Ｄモードに切り替え、左撮像系１３で撮影された
ライブビュー画像用の画像データをビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力す
る（ステップＳ３）。これにより、左撮像系１３で撮影されたテレ側のスルー画像がモニ
タ１６に全画面表示される。したがって、画像が誤って立体表示される等により、使用者
が３Ｄ撮影モードであると誤解することを防止することができる。
【００９７】
　ＣＰＵ１１０は、右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端であるか否か
を判断する（ステップＳ４）。右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端で
ある場合（ステップＳ４でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は、テレ側の画像を撮影する左撮
像系１３のズーム位置を、ズームレンズ駆動部１４５を介して一段テレ側に移動させる（
ステップＳ５）。右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端でない場合（ス
テップＳ４でＮＯ）には、ＣＰＵ１１０は、ワイド用の画像を撮影する右撮像系１２のズ
ーム位置を、ズームレンズ駆動部１４４を介してワイド端に移動させる（ステップＳ６）
。これにより、右撮像系１２のズームレンズ１２ｃと左撮像系１３のズームレンズ１３ｃ
とのズームポジションを異ならせ、撮影範囲の異なる２枚の画像が撮影可能となる。本実
施の形態では、ズームレンズ１２ｃはワイド端に位置し、ズームレンズ１３ｃはワイド端
より少なくとも１段テレ側に位置する。
【００９８】
　ＣＰＵ１１０は、ステップＳ５、Ｓ６が行われた後のズームレンズ１２ｃ及びズームレ
ンズ１３ｃの位置に基づいてガイダンス３０（図４参照）を生成する。ガイダンス３０は
、ワイド用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａと、テレ用の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂ
とを、中心が一致するように重ねた図形である。ＣＰＵ１１０は、生成したガイダンス３
０を、ビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力する（ステップＳ７）。
【００９９】
　これにより、図４に示すように、テレ側のスルー画像にガイダンス３０が重ねて表示さ
れる。したがって、使用者が複数の平面画像の撮影範囲をひと目で認識し、テレ側の画像
としてどのような画像が撮影されるかに加え、ワイド側の画像としてどのような画像が撮
影されるかを知ることができる。また、ワイド用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａと、テ
レ用の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂとを、中心が一致するように重ねた図形をガイダン
スとして出力することで、使用者は、テレ側の画像の撮影範囲とワイド側の画像の撮影範
囲との比をひと目で認識することができる。さらに、テレ側のスルー画像がモニタ１６全
面に表示されているため、使用者はテレ側の画像を見ることにより、被写体の細かい部分
まで認知することができる。
【０１００】
　また、図４に示すように、テレ／ワイド同時撮りモードを示すアイコンがモニタ１６の
左上に表示される。したがって、撮影範囲の異なる２枚の平面画像（テレ側、ワイド側の
画像）を撮影していることを使用者が認識することができる。更に、モニタ１６の略中央
には、静止画の撮影であることを示すターゲットマークが表示される。
【０１０１】
　ＣＰＵ１１０は、使用者によりズームボタン２１が操作されたか否かを判断する（ステ
ップＳ８）。ズームボタン２１が操作された場合（ステップＳ８でＹＥＳ）には、ＣＰＵ
１１０は、ズームボタン２１に操作に応じて、ズームレンズ駆動部１４５を介して左撮像
系１３のズームレンズ１３ｃのズームポジションを移動させ、ビデオエンコーダ１３４を
介して左撮像系１３で撮影されたライブビュー画像用の画像データをモニタ１６に出力す
る。これにより、モニタ１６に表示されるスルー画像が更新される。また、ＣＰＵ１１０
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は、移動後のズームポジションに基づいてガイダンス３０を更新する。
【０１０２】
　例えば、ズームポジションを２段テレ側に移動させることを示す指示がズームボタン２
１の操作により入力された場合には、図５に示すように、ズームポジションが２段テレ側
に移動した後のスルー画像がモニタ１６に表示されるとともに、ガイダンス３０のテレ用
の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂが小さくなる。このように、モニタ１６の表示がテレ側
のスルー画像表示となった後でズームポジションの移動を行うことで、ズームポジション
の変更と表示とを連動させ、ズーム操作時に使用者が違和感を覚えることなく、操作性を
向上させることができる。
【０１０３】
　ズームボタン２１が操作されていない場合（ステップＳ８でＮＯ）には、ＣＰＵ１１０
は、レリーズスイッチ２０が半押しされたか否か、すなわちＣＰＵ１１０にＳ１ＯＮ信号
が入力されか否かを判断する（ステップＳ１０）。レリーズスイッチ２０が半押しされて
いない場合（ステップＳ１０でＮＯ）には、再度ステップＳ１０が行われる。レリーズス
イッチ２０が半押しされた場合（ステップＳ１０でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は右撮像
系１２及び左撮像系１３のそれぞれについてＡＥ測光、ＡＦ制御を行う（ステップＳ１１
）。ＡＥ測光、ＡＦ制御は、通常２Ｄ撮影モードと同じであるため、詳細な説明は省略す
る。ＣＰＵ１１０は、一度合焦状態になった場合には、フォーカスレンズ１２ｂ、１３ｂ
のレンズ駆動を停止させてフォーカスロックを行う。そして、ＣＰＵ１１０は、図６に示
すように、合焦状態におけるテレ側の画像をモニタ１６に全画面表示させる。
【０１０４】
　ＣＰＵ１１０は、レリーズスイッチ２０が全押しされたか否か、すなわちＣＰＵ１１０
にＳ２ＯＮ信号が入力されか否かを判断する（ステップＳ１２）。レリーズスイッチ２０
が全押しされていない場合（ステップＳ１２でＮＯ）には、再度ステップＳ１２が行われ
る。レリーズスイッチ２０が全押しされた場合（ステップＳ１２でＹＥＳ）には、ＣＰＵ
１１０は、撮像素子１２２、１２３の各フォトダイオードに蓄積された信号電荷を取得し
て画像データを生成する（ステップＳ１３）。ステップＳ１３の処理については、通常２
Ｄ撮影モードと同一であるため、説明を省略する。本実施の形態では、１度のＳ２ＯＮ信
号入力によりテレ側の画像とワイド側の画像との画像データが取得されればよく、テレ側
の画像とワイド側の画像とが同時に露光、処理されるようにしてもよいし、順次露光、処
理されるようにしてもよい。
【０１０５】
　ＣＰＵ１１０は、図７に示すように、ステップＳ１３で撮影されたワイド側の画像３１
と、テレ側の画像３２とを同じ大きさで並べた画像を生成し、その画像をいわゆるポスト
ビューとしてモニタ１６に表示する（ステップＳ１４）。これにより、撮影されたワイド
側の画像と、テレ側の画像とを撮影後、記録前に確認することができる。
【０１０６】
　図８は、テレ／ワイド同時撮りモードで撮影された画像の記録処理の流れを示すフロー
チャートである。複眼デジタルカメラ１が撮影モードで駆動中にＭＥＮＵ／ＯＫボタン２
５が押下されることによりモニタ１６に表示されるメニュー画面から、記録処理に関する
設定が可能である。本実施の形態では、記録前に画像を選択するか否かを設定可能である
。
【０１０７】
　ＣＰＵ１１０は、記録処理に関して設定がされているか否かを判断する（ステップＳ２
０）。設定がされていない場合（ステップＳ２０でＮＯ）には、ワイド側の画像及びテレ
側の画像を自動的に記録する（ステップＳ２１）。
【０１０８】
　設定が記録されている場合（ステップＳ２０でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は、モニタ
１６に画像の選択を誘導する表示を行い（ステップＳ２２）、画像の選択が入力されたか
否かを判断する（ステップＳ２３）。画像の選択は、図示しない選択画面において操作部
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１１２を用いて画像を選択することにより行われる。画像の選択が入力されていない（ス
テップＳ２３でＮＯ）場合には、再度ステップＳ２３が行われる。画像の選択が入力され
た場合（ステップＳ２３でＹＥＳ）には、選択が入力された画像を記録する（ステップＳ
２４）。
【０１０９】
　これにより、使用者の選択により、画像を自動的に記録するか、希望する画像のみを記
録するかを選択することができ、使用者の使い勝手が良くなる。なお、画像の記録処理は
、通常２Ｄ撮影モードと同様の方法であるため、説明を省略する。
【０１１０】
　図９は、テレ／ワイド同時撮りモードから他の撮影モードへの切り替え時の処理の流れ
を示すフローチャートである。
【０１１１】
　ＣＰＵ１１０は、ＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５等が操作されることにより他の撮影モード
（通常２Ｄ撮影モード、３Ｄ撮影モード等）に設定が変更されたか（他撮影モードへの遷
移が発生したか）否かを判断する（ステップＳ３１）。他撮影モードへの遷移が発生して
いない場合（ステップＳ３１でＮＯ）には、再度ステップＳ３１が行われる。
【０１１２】
　他撮影モードへの遷移が発生した場合（ステップＳ３１でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０
は、ズームレンズ駆動部１４４を介して、ワイド側の画像を撮影する右撮像系１２のズー
ムポジションを、テレ側の画像を撮影する左撮像系１３のズームポジションへ移動させる
（ステップＳ３２）。右撮像系１２と左撮像系１３のズームポジションが異なる撮影モー
ドはテレ／ワイド同時撮りモードのみであるため、今後の処理のためには、遷移後の撮影
モードが何であれ、右撮像系１２と左撮像系１３のズームポジションは揃えておく必要が
ある。しかしながら、スルー画像としてモニタ１６に表示されているのはテレ側の画像で
あるため、左撮像系１３のズームポジションを移動させると、モニタ１６の表示が変わり
、使用者が違和感を覚えることとなる。したがって、右撮像系１２のズームポジションを
移動させることにより、このような不具合を防止することができる。
【０１１３】
　ＣＰＵ１１０は、遷移先の撮影モードが３Ｄ撮影モードか否かを判断する（ステップＳ
３３）。遷移先の撮影モードが３Ｄ撮影モードである場合（ステップＳ３３でＹＥＳ）に
は、ＣＰＵ１１０は、モニタ１６を３Ｄモードに切り替え（ステップＳ３４）、他の撮影
モードの処理を開始する（ステップＳ３５）。遷移先の撮影モードが３Ｄ撮影モードでな
い場合（ステップＳ３４でＮＯ）には、モニタ１６は２Ｄモードのまま他の撮影モードの
処理を開始する（ステップＳ３５）。
【０１１４】
　（３）３Ｄ撮影モードに設定されている場合
　撮像素子１２２及び撮像素子１２３によってライブビュー画像用の撮影を開始する。す
なわち、撮像素子１２２及び撮像素子１２３で同じ被写体が連続的に撮像され、その画像
信号が連続的に処理され、ライブビュー画像用の立体画像データが生成される。ＣＰＵ１
１０は、モニタ１６を３Ｄモードに設定し、生成された画像データはビデオエンコーダ１
３４で順次表示用の信号形式に変換されて、それぞれモニタ１６に出力される。
【０１１５】
　生成された画像データは、順次ビデオエンコーダ１３４に加えられ、表示用の信号形式
に変換されて、モニタ１６に出力される。これにより、ライブビュー画像用の立体画像デ
ータがモニタ１６にスルー表示される。
【０１１６】
　ユーザ（使用者）は、モニタ１６に表示されるスルー画像を見ながらフレーミングした
り、撮影したい被写体を確認したり、撮影後の画像を確認したり、撮影条件を設定したり
する。
【０１１７】
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　上記撮影スタンバイ状態時にレリーズスイッチ２０が半押しされると、ＣＰＵ１１０に
Ｓ１ＯＮ信号が入力される。ＣＰＵ１１０はこれを検知し、ＡＥ測光、ＡＦ制御を行う。
ＡＥ測光は、右撮像系１２又は左撮像系１３（本実施の形態では左撮像系１３）の一方で
行う。また、ＡＦ制御は、右撮像系１２及び左撮像系１３のそれぞれで行う。ＡＥ測光、
ＡＦ制御は通常２Ｄ撮影モードと同一であるため、詳細な説明を省略する。
【０１１８】
　レリーズスイッチ２０が全押しされると、ＣＰＵ１１０にＳ２ＯＮ信号が入力される。
ＣＰＵ１１０は、このＳ２ＯＮ信号に応動して、撮影、記録処理を実行する。右撮像系１
２及び左撮像系１３のそれぞれで撮影された画像データを生成する処理については、通常
２Ｄ撮影モードと同一であるため、説明を省略する。
【０１１９】
　ＣＤＳ／ＡＭＰ１２４、１２５でそれぞれ生成された２枚の画像データからは、通常２
Ｄ撮影モードと同様の方法により、圧縮画像データが２個生成される。圧縮された２枚の
画像データは、関連付けされた状態で記憶メディア１３７に記録される。
【０１２０】
　３Ｄ撮影モードから他の撮影モードへの切り替えが入力された場合には、遷移先の撮影
モードが通常２Ｄ撮影モードか、テレ／ワイド同時撮りモードであるため、ＣＰＵ１１０
は、モニタ１６を２Ｄモードに切り替え、他の撮影モードの処理を開始する。
【０１２１】
　複眼デジタルカメラ１のモードを再生モードに設定すると、ＣＰＵ１１０は、メディア
コントローラ１３６にコマンドを出力し、記録メディア１４０に最後に記録された画像フ
ァイルを読み出させる。
【０１２２】
　読み出された画像ファイルの圧縮画像データは、圧縮・伸張回路１４８に加えられ、非
圧縮の輝度／色差信号に伸張され、立体画像信号処理部１３３で立体画像とされたのち、
ビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力される。これにより、記録メディア１
４０に記録されている画像がモニタ１６に再生表示される（１枚画像の再生）。
【０１２３】
　１枚画像の再生においては、通常２Ｄ撮影モードで撮影された画像は、画像がモニタ１
６全面に２Ｄモードで表示され、テレ／ワイド同時撮りモードで撮影された画像は、図７
に示すようにテレ側の画像とワイド側の画像とが並んで表示され、３Ｄモードで撮影され
た画像は、画像がモニタ１６全面に３Ｄモードで表示される。テレ／ワイド同時撮りモー
ドで撮影された画像については、使用者の選択により、テレ側の画像又はワイド側の画像
のみをモニタ１６全面に２Ｄモードで表示させることもできるし、テレ側の画像とガイダ
ンス３０とを表示させることもできる。
【０１２４】
　画像のコマ送りは、十字ボタン２６の左右のキー操作によって行なわれ、十字ボタン２
６の右キーが押されると、次の画像ファイルが記録メディア１４０から読み出され、モニ
タ１６に再生表示される。また、十字ボタンの左キーが押されると、一つ前の画像ファイ
ルが記録メディア１４０から読み出され、モニタ１６に再生表示される。
【０１２５】
　モニタ１６に再生表示された画像を確認しながら、必要に応じて、記録メディア１４０
に記録された画像を消去することができる。画像の消去は、画像がモニタ１６に再生表示
された状態でＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５が押下されることによって行われる。
【０１２６】
　本実施の形態によれば、立体画像のみでなく、撮影範囲の異なる複数の平面画像を撮影
することができる。
【０１２７】
　また、本実施の形態によれば、ガイダンスを見ることにより、テレ側の画像の撮影範囲
と、ワイド側の画像の撮影範囲とを知ることがきる。また、テレ側のスルー画像がモニタ
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全面に表示されているため、使用者はテレ側の画像を見ることにより、被写体の細かい部
分まで認知することができる。
【０１２８】
　また、本実施の形態では、画像を自動的に記録するか、希望する画像のみを記録するか
を選択することができ、使用勝手を良くすることができる。
【０１２９】
　なお、本実施の形態では、図４に示すように、ワイド用の画像の撮影範囲を示す枠３０
ａと、テレ用の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂとを、中心が一致するように重ねた図形で
あるガイダンス３０を、テレ側のスルー画像に重ねて表示したが、ガイダンスはこの形態
に限られない。
【０１３０】
　たとえば、図１０に示すように、ワイド用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａと、テレ用
の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂとに加え、テレ用の画像の最小撮影範囲、すなわちテレ
端の位置における撮影範囲を示す枠３０ｃを中心が一致するように重ねてもよい。これに
より、使用者は、撮影範囲の限界（最大の範囲と最小の範囲）を認識することができる。
【０１３１】
　また、図１１に示すように、テレ側の画像をモニタ１６に全画面表示したうえで、ワイ
ド用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａ内に、ワイド側の画像３０ｄ（スルー画像であって
も、撮影開始時に撮影された画像でもよい）を縮小表示するようにしてもよい。また、ワ
イド用の画像の撮影範囲を示す枠３０ａと、テレ用の画像の撮影範囲を示す枠３０ｂとを
並列表示してもよい。これにより、使用者は、複数の平面画像のうち最も撮影範囲が広い
画像としてどのような画像が撮影されたかを確認することができる。
【０１３２】
　また、本実施の形態では、スルー画像の表示としてテレ側の画像とガイダンス３０とを
表示させたが、テレ側の画像とガイダンス３０とを表示するのはスルー画像に限定されな
い。例えば、Ｓ１後のフォーカスロック時に、合焦状態において撮像素子１２３で捉えた
画像とガイダンス３０とを表示するようにしてもよい。
【０１３３】
　また、動画の撮影時にテレ側の画像とガイダンス３０とを表示させてもよい。スルー画
像の撮影時にレリーズスイッチ２０が長押しされると、ＣＰＵ１１０は、撮像素子１２２
、１２３で同フレームレートで同タイミングで画像を連続して撮影することで、右撮像系
１２及び左撮像系１２で同時に動画を撮影する。
【０１３４】
　図１２は、動画撮影時のモニタ１６表示の一例である。動画撮影時には、静止画撮影時
と同様にテレ／ワイド同時撮りモードであることを示すアイコンが表示されるとともに、
動画撮影であることを示すアイコンがモニタ１６に表示される。なお、この場合にはター
ゲットマークは表示されない。
【０１３５】
　動画撮影時にも、スルー画像撮影時と同様に、ズーム操作に応じてテレ側の画像を撮影
する左撮像系１３のズームレンズ１３ｃが移動され、それに伴いモニタ１６に表示される
画像も変更される（図１３参照）。また、図１３に示すように、ワイド用の画像の撮影範
囲を示す枠３０ａ内にワイド側の画像３０ｄを縮小表示するようにしてもよい。
【０１３６】
　動画撮影時には、所定の期間だけ撮影動作が継続している。したがって、動画撮影中に
モニタ１６に表示する画像が切り替えられるようにすることもできる。十字ボタン２６等
の操作手段を介して表示画像の切り替えを示す指示が入力されると、ＣＰＵ１１０はこれ
を検出し、現在表示されている画像以外の画像をモニタ１６に表示する。何も操作がされ
ていない場合には、図１４（ａ）に示すようにモニタ１６にはテレ側の画像（本実施の形
態では左撮像系１３で撮影された画像）が表示されている。この状態で、ＣＰＵ１１０が
画像の切り替え指示が検出すると、右撮像系１２で撮影されたワイド側の画像データがビ
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デオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力される。これにより、図１４（ｂ）に示
すようにモニタ１６にワイド側の画像が表示される。このように、動画撮影時モニタ１６
に全面表示されている（メイン表示）画像を切り替えることができ、各撮像手段で撮影さ
れている画像を確認することができる。このメイン表示の切り替えは、スルー画像撮影時
にも行なえるようにしてもよい。
【０１３７】
　また、本実施の形態では、図７に示すように、撮影直後にいわゆるポストビューとして
ワイド側の画像３１と、テレ側の画像３２とを同じ大きさで並べた画像をモニタ１６に表
示したが、ポストビューはこの形態に限られない。
【０１３８】
　例えば、図１５に示すように、ワイド側の画像３１と、テレ側の画像３２とを同じ大き
さで並べた上で、ワイド側の画像３１にテレ側の画像の撮影範囲を示す枠３３を重ねて表
示するようにしてもよい。また、ワイド側の画像３１と、テレ側の画像３２とを同じ大き
さで並べる必要はないし、左右上下どの方向に並べても良い。
【０１３９】
　また、いわゆるポストビューとしてテレ側の画像とガイダンス３０とを表示させてもよ
い。動画撮影の場合にも、いわゆるポストビューとしてワイド側の画像３１と、テレ側の
画像３２とを同じ大きさで並べた画像をモニタ１６に表示してもよいし、テレ側の画像と
ガイダンス３０とを表示してもよい。
【０１４０】
　また、本実施の形態では、いわゆるポストビューとしてワイド側の画像３１と、テレ側
の画像３２とを同じ大きさで並べた画像をモニタ１６に表示したが、ワイド側の画像とテ
レ側の画像を並列表示するのはポストビューに限定されない。例えば、右撮像系１２で撮
影されたワイド側のライブビュー画像と、左撮像系１３で撮影されたテレ側のライブビュ
ー画像を並べてスルー画像としてモニタ１６に表示してもよい。また、Ｓ１後のフォーカ
スロック時に、合焦状態において撮像素子１２２で捉えた画像と撮像素子１２３で捉えた
画像とを並べて画像をＳ１後に表示してもよい。また、動画撮影時に、右撮像系１２で撮
影されたワイド側の動画と、左撮像系１３で撮影されたテレ側の動画を並べて並列表示を
してもよい。
【０１４１】
　また、本実施の形態では、テレ／ワイド同時撮りモードの時において、スルー画像の撮
影前にモニタ１６を２Ｄモードに設定したが、図１６に示すように、３Ｄ撮影モードから
２Ｄ撮影モードへの撮影モードの遷移を設定する場合のメニュー画面をモニタ１６全体に
表示するようにしてもよい。メニュー画面は２次元表示であるため、予めモニタ１６を２
Ｄモードにするのと同様の効果が得られる。
【０１４２】
　＜第２の実施の形態＞
　本発明の第１の実施の形態は、テレ／ワイド同時撮りモードに設定された時に、右撮像
系１２及び左撮像系１３のズームポジションを決定してからモニタ１６を２Ｄモードに設
定したが、順序はこれに限られない。
【０１４３】
　本発明の第２の実施の形態は、テレ／ワイド同時撮りモードに設定された時に、モニタ
１６を２Ｄモードに設定してから右撮像系１２及び左撮像系１３のズームポジションを決
定する形態である。第２の実施の形態の複眼デジタルカメラ２は、テレ／ワイド同時撮り
モードにおける撮影処理のみが第１の実施の形態の複眼デジタルカメラ１と異なるため、
テレ／ワイド同時撮りモードにおける撮影処理についてのみ説明し、その他の部分は説明
を省略する。また、第１の実施の形態と同一の部分については、同一の符号を付し、説明
を省略する。
【０１４４】
　図１７は、テレ／ワイド同時撮りモードで撮影された画像の記録処理の流れを示すフロ
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ーチャートである。テレ／ワイド同時撮りモードに設定されると、左撮像系１３でライブ
ビュー画像用の撮影を開始する。
【０１４５】
　ＣＰＵ１１０は、右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端であるか否か
を判断する（ステップＳ４）。右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端で
ある場合（ステップＳ４でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は、テレ側の画像を撮影する左撮
像系１３のズーム位置を、ズームレンズ駆動部１４５を介して一段テレ側に移動させる（
ステップＳ５）。右撮像系１２及び左撮像系１３のズーム位置がワイド端でない場合（ス
テップＳ４でＮＯ）には、ＣＰＵ１１０は、ワイド用の画像を撮影する右撮像系１２のズ
ーム位置を、ズームレンズ駆動部１４４を介してワイド端に移動させる（ステップＳ６）
。
【０１４６】
　ＣＰＵ１１０は、ステップＳ５、Ｓ６が行われた後のズームレンズ１２ｃ及びズームレ
ンズ１３ｃの位置に基づいてガイダンス３０（図４参照）を生成し、ガイダンス３０をビ
デオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力してスルー画像に重ねて表示させる（ス
テップＳ７）。
【０１４７】
　ＣＰＵ１１０は、モニタ１６が２Ｄモードか否かを判断する（ステップＳ１）。２Ｄモ
ードである場合（ステップＳ１でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は、ビデオエンコーダ１３
４を介して左撮像系１３で撮影されたライブビュー画像用の画像データをビデオエンコー
ダ１３４を介してモニタ１６に出力する（ステップＳ２）。２Ｄモードで無い場合（ステ
ップＳ２でＮＯ）には、ＣＰＵ１１０は、ビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６を
３Ｄモードから２Ｄモードに切り替え、左撮像系１３で撮影されたライブビュー画像用の
画像データをビデオエンコーダ１３４を介してモニタ１６に出力する（ステップＳ３）。
【０１４８】
　ＣＰＵ１１０は、使用者によりズームボタン２１が操作されたか否かを判断する（ステ
ップＳ８）。ズームボタン２１が操作された場合（ステップＳ８でＹＥＳ）には、ＣＰＵ
１１０は、ズームボタン２１に操作に応じて、ズームレンズ駆動部１４５を介して左撮像
系１３のズームレンズ１３ｃのズームポジションを移動させ、ビデオエンコーダ１３４を
介して左撮像系１３で撮影されたライブビュー画像用の画像データをモニタ１６に出力す
る。
【０１４９】
　ズームボタン２１が操作されていない場合（ステップＳ８でＮＯ）には、ＣＰＵ１１０
は、レリーズスイッチ２０が半押しされたか否か、すなわちＣＰＵ１１０にＳ１ＯＮ信号
が入力されか否かを判断する（ステップＳ１０）。レリーズスイッチ２０が半押しされて
いない場合（ステップＳ１０でＮＯ）には、再度ステップＳ１０が行われる。レリーズス
イッチ２０が半押しされた場合（ステップＳ１０でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０は右撮像
系１２及び左撮像系１３のそれぞれについてＡＥ測光、ＡＦ制御を行う（ステップＳ１１
）。ＣＰＵ１１０は、一度合焦状態になった場合には、フォーカスレンズ１２ｂ、１３ｂ
のレンズ駆動を停止させてフォーカスロックを行う。そして、ＣＰＵ１１０は、図６に示
すように、合焦状態において撮像素子１２３で捉えた画像をモニタ１６に表示させる。
【０１５０】
　ＣＰＵ１１０は、レリーズスイッチ２０が全押しされたか否か、すなわちＣＰＵ１１０
にＳ２ＯＮ信号が入力されか否かを判断する（ステップＳ１２）。レリーズスイッチ２０
が全押しされていない場合（ステップＳ１２でＮＯ）には、再度ステップＳ１２が行われ
る。レリーズスイッチ２０が全押しされた場合（ステップＳ１２でＹＥＳ）には、ＣＰＵ
１１０は、撮像素子１２２、１２３の各フォトダイオードに蓄積された信号電荷を取得し
て画像データを生成する（ステップＳ１３）。ステップＳ１３の処理については、通常２
Ｄ撮影モードと同一であるため、説明を省略する。本実施の形態では、１度のＳ２ＯＮ信
号入力によりテレ側の画像とワイド側の画像との画像データが取得されればよく、テレ側
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の画像とワイド側の画像とが同時に露光、処理されるようにしてもよいし、順次露光、処
理されるようにしてもよい。
【０１５１】
　ＣＰＵ１１０は、ステップＳ１３で撮影されたワイド側の画像３１と、テレ側の画像３
２とを同じ大きさで並べた画像を生成し、その画像をいわゆるポストビューとしてモニタ
１６に表示する（ステップＳ１４）。これにより、撮影されたワイド側の画像と、テレ側
の画像とを撮影した後、記録メディアに記録する前に確認することができる。
【０１５２】
　＜第３の実施の形態＞
　本発明の第１の実施の形態は、テレ／ワイド同時撮りモードから３Ｄ撮影モードに遷移
する時に、右撮像系１２及び左撮像系１３のズームポジションを決定してからモニタ１６
を３Ｄモードに設定したが、順序はこれに限られない。
【０１５３】
　本発明の第２の実施の形態は、テレ／ワイド同時撮りモードから３Ｄ撮影モードに遷移
する時に、モニタ１６を３Ｄモードに設定してから右撮像系１２及び左撮像系１３のズー
ムポジションを決定する形態である。第３の実施の形態の複眼デジタルカメラ３は、テレ
／ワイド同時撮りモードから３Ｄ撮影モードに遷移する処理のみが第１の実施の形態の複
眼デジタルカメラ３と異なるため、テレ／ワイド同時撮りモードから３Ｄ撮影モードに遷
移する処理についてのみ説明し、その他の部分は説明を省略する。また、第１の実施の形
態と同一の部分については、同一の符号を付し、説明を省略する。
【０１５４】
　図１８は、テレ／ワイド同時撮りモードから他の撮影モードへの切り替え時の処理の流
れを示すフローチャートである。
【０１５５】
　ＣＰＵ１１０は、ＭＥＮＵ／ＯＫボタン２５等が操作されることにより他の撮影モード
（通常２Ｄ撮影モード、３Ｄ撮影モード等）に設定が変更されたか（他撮影モードへの遷
移が発生したか）否かを判断する（ステップＳ３１）。他撮影モードへの遷移が発生して
いない場合（ステップＳ３１でＮＯ）には、再度ステップＳ３１が行われる。
【０１５６】
　他撮影モードへの遷移が発生した場合（ステップＳ３１でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１０
は、遷移先の撮影モードが３Ｄ撮影モードか否かを判断する（ステップＳ３３）。遷移先
の撮影モードが３Ｄ撮影モードである場合（ステップＳ３３でＹＥＳ）には、ＣＰＵ１１
０は、モニタ１６を３Ｄモードに切り替える（ステップＳ３４）。ＣＰＵ１１０は、ズー
ムレンズ駆動部１４４を介して、ワイド側の画像を撮影する右撮像系１２のズームポジシ
ョンを、テレ側の画像を撮影する左撮像系１３のズームポジションへ移動させ（ステップ
Ｓ３２）、他の撮影モードの処理を開始する（ステップＳ３５）。
【０１５７】
　遷移先の撮影モードが３Ｄ撮影モードでない場合（ステップＳ３４でＮＯ）には、ＣＰ
Ｕ１１０は、モニタ１６を２Ｄモードに設定したまま、ズームレンズ駆動部１４４を介し
て、ワイド側の画像を撮影する右撮像系１２のズームポジションを、テレ側の画像を撮影
する左撮像系１３のズームポジションへ移動させ（ステップＳ３２）、他の撮影モードの
処理を開始する（ステップＳ３５）。
【０１５８】
　なお、本発明の適用は、撮像系が２つの複眼デジタルカメラに限定されるものではなく
、３つ以上の撮像系をもつ複眼デジタルカメラでもよい。３つ以上の撮像系をもつ複眼デ
ジタルカメラの場合には、全ての撮像系を用いて撮影を行う必要はなく、少なくとも２つ
の撮像系を用いればよい。また、デジタルカメラに限らず、ビデオカメラなどの各種撮像
装置、携帯電話などに適用することができる。また、複眼デジタルカメラ等に適用するプ
ログラムとして提供することもできる。
【符号の説明】
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【０１５９】
１：複眼デジタルカメラ、１０：カメラボディ、１１：バリア、１２：右撮像系、１３：
左撮像系、１４：フラッシュ、１５：マイク、１６：モニタ、２０：レリーズスイッチ、
２１：ズームボタン、２２：モードボタン、２３：視差調整ボタン、２４：２Ｄ／３Ｄ切
り替えボタン、２５：ＭＥＮＵ／ＯＫボタン、２６：十字ボタン、２７：ＤＩＳＰ／ＢＡ
ＣＫボタン、１１０：ＣＰＵ、１１２：操作部、１１４：ＳＤＲＡＭ、１１６：ＶＲＡＭ
、１１８：ＡＦ検出回路、１２０：ＡＥ／ＡＷＢ検出回路、１２２、１２３：撮像素子、
１２４、１２５：ＣＤＳ／ＡＭＰ、１２６、１２７：Ａ／Ｄ変換器、１２８：画像入力コ
ントローラ、１３０：画像信号処理部、１３３：立体画像信号処理部、１３２：圧縮伸張
処理部、１３４：ビデオエンコーダ、１３６：メディアコントローラ、１４０：記録メデ
ィア、１３８：音入力処理部、１４２、１４３：フォーカスレンズ駆動部、１４４、１４
５：ズームレンズ駆動部、１４６、１４７：絞り駆動部、１４８、１４９：タイミングジ
ェネレータ（ＴＧ）

【図１】 【図２】
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